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端　　カメルーン高地農民 の経済生活

カ メル ー ン高 地 農 民 の経 済 生 活

　 一 その変容のメカニズム

　　　 端　　　　 信　　行*

The Economic Lives of Peasantry in  Cameroon-Highland

Nobuyuki HATA

   The purpose of this article is to describe and analyse economic 

change of peasant society in rural Mankon in the Cameroon-Highland. 

   In this area, it is the principal characteristic that cultivation of food 

crops depends on women's works with labour exchange system called 

ishie. Traditionally, man had another kind of side-job and developed 

several exchange institutions (called nchua) using traditional money. 

Now they are facing great changes as a result of the urban development 

of Bamenda. 
   In this study, I focused attention on the change of household struc-

ture as the method to analyse the mechanism of socio-economic change 

of peasant society. Recently, the traditional roles of men and women 
have been changing and the household structure has developed a variety 

of types. Some of these are listed as follows: 

   Types of male occupation 

(1) full-time farmer; new agriculturist. They produce cash crops, 
   mainly vegetables and yams, and some of them try to introduce new 

   agricultural techniques, that is irrigation, using medicines etc. 

(2) urban worker; salaried occupations. Sometimes, they are week-
    end farmers. 

(3) part-time farmer; they are traditional villagers. Most of them have 
   some kind of side-job to get cash, such as trader, butcher,
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   carpenter, wine tapper, stone cutter, sand collector, etc. 

   Types of female occupation 

 (4) house wife; not engaged in agriculture. These are a minority. In 
   most cases they are wives of salaried people. 

(5) traditional wife; full-time farmer. They produce staple-food 
   crops, mainly taro, macabo, manioc, maize, etc. Sometimes they 

   sell these crops in the markets. 

   Of course, the majority of household structures in Mankon consist 
of the combination of (3 ) + ( 5 ) . They have the function of the 

neutral stratum to soften the radical change of the society. On the other 

hand it is important for the further analysis of the mechanism of socio-

economic change of peasant society that we can recognize another types 

of household structure, that is (2 ) + (4) or (1) + ( 5 ) , (2 ) + ( 5 ) .
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　伝統的な男女間の分業

　農民層の生業分化
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第4章 交換の諸体系

　交換の種類

　労働の交換

　ンチュア組織における交換の意味

むすびにかえて

は　 じ　め　 に

　 カメル ー ン高地 は,い くつ か の 文化 的 特 色 に よ って なが く民族 学 者 の関 心 を ひ い て

きた地 域 で あ る。 神聖 な る王 を い た だ く王 制 社 会 とそ の政 治 制 度 の特 色 。 王 権 や宗 教

的観 念 とむ す び つ い た さ ま ざ まな 象徴 や 物 質 文 化 。 と くに彫 像 や仮 面 は カ メル ー ン高

地 様式 とで もい うべ き造 形 的 特 徴 を もつ こ とで 知 られ て い る。言 語 的 に もバ ンツー 系

諸 族 のな か の マ ク ロ ・バン ツ ー(Macro-Bantu)に 分 類 され,い わ ばBantu祖 語 に位

置 づけ られ て い る。G.　P.マ ー ドックは カ メル ー ン高地 を,今 日で は赤 道 以 南 の ア フ

リカにひ ろ く分 布 す るバン ツ ー系 民族 の起 源 地 とみ な した 【MURDOCK　 1959]。

　 本稿 は この よ うな文 化 的 特 色 を もつカメルーン 高地 民 の経 済生 活 を記 述 し分析 しよ

16



端 カメルー ン高地農民の経 済生活

うとするものである。そのきわだった文化的特色にくらべて焼畑農耕を基盤とす る経

済生活はあまり民族学者の関心をひかなかったようで,こ れまでの民族誌においても

それ らはいわぽ文化の下部構造 として簡単にふれられているにすぎない 〔C肌VER

and　KaBERRY　 　1968]0

　筆者はこうしたカメルーン 高地農民の経済生活やその背景となる文化的事象との関

連性をあきらかにするために,1978年 以来,マ ンコソ(Mankon)社 会を中心に調査

をつづけてきた。その文化的特色と経済生活とのあいだにどのような関係があるのか

が一貫 してかわらぬ関心であった。

　筆者はかつてカメルーン 北中部の焼畑農耕民の調査を したことがあった 【端　 1976,

1978,1980a】 。そこでは首長 こそ認められてはいたが,そ れは伝統的な制度ではなく

フランスによる植民地化の過程においてもたらされたものであって,人 々の経済生活

とふかくかかわるようなことはなか った。そこには自律的な焼畑農民の姿があったの

である。 しか しカメルーン 高地農民の社会においては,焼 畑農耕という生産様式が王

制のような明確な中枢的権威をもつ社会を成 り立たせるのにどうい う原理がはたらい

ているのか,と い う関心が頭からはなれることはなかった ことも事実である。

　王制と焼畑農耕。一見してあまりかかわ りがなさそうに思われるこのふたつの概念

は,ア フリカ社会の研究においてはきわめて重要な意味をもつ。アフリカにおける社

会 ・政治制度の研究においては,か ねてより中枢的権威をもった王制国家が知られて

いたが,生 産様式 とのかかわ りにおいてその成立のメカニズムはいまだ十分な分析を

みない。

　 さらに重要な点は,カメルーン 高地農民にしろ他のアフリカの農民社会にしろ,そ

の経済生活の変化が著 しいということである。急速な経済生活の変容は社会や文化に

どのような影響をおよぼ しているのであろうか。たとえば王制という問題をめぐって

は,か つてのような自給的な農民経済のもとでの王制 と現代の王制 とでは,王 制その

ものも変化 していると考えねぽならない。王制と焼畑農耕 との関係も時系列に沿 って

分析されねばならないことはい うまでもない。

　 本稿においては,ま ずカメルーン高地農民の経済生活の変容のメカニズムを明らか

にすることにしたい。農民の生業のあ り方,生 業の単位 としての世帯の変容,さ らに

はそうした世帯を結びつけている交換の諸形態の変容を明らかにし,こ の社会におけ

る変容のメカニズムをまず農民の経済生活から分析 しておく。

　 しかるのち稿をあらためて,農 民の経済生活 と社会形態,と くに王制とのかかわ り

について分析することに したい。王制そのものの変化について考えるためには,農 民

17



国立民族学博物館研究報告　　18巻1号

の経済生活の変化についてふれおくことが順序だと考えるからである。

第1章 カ メル ー ン高地

カメルーン高地の概観

　一般にカメルーン高地とよぽれている地域は,ナ イジェリアとの国境にちかいカメ

ルーソ共和国西部の高地をさす。高地部の高度は海抜800メ ー トルから1400メ ートル

におよび,そ の平均高度は1000メ ー トルをこす。高地の景観は準平原状で,侵 食のす

すんだゆるやかな丘陵がつらなっている。ひとつひとつの丘陵のすそをぬ うように小

さな流れがきざまれている。高地を流れる無数の小流の水源は地下水の湧出であり,

その流れは乾期においても洞れることはない1)。この高地の北西部一帯はナイジェリ

ア南東部の低地を流れるベヌエ(Benue)川 の支流カティナ ・アラ(Katsina　Ala)川

やクロス(Crass)川 の水源地帯でもある。

　 この高地の丘陵の植生は,現 在はエレファントグラスを主とするイネ科の草本でお

おわれてお り,そ れは海抜1000メ ー トル以上でと りわけ著 しい。海抜高度800メ ー ト

ル以下の谷がきざんだ低地や水流にそった河辺林をのぞけば,こ の高地は一面の草地

でおおわれているのである。このためこの高地は,20世 紀初頭に ドイツの研究者がは

じめて調査をおこなったときから,グ ラスフィール ドとかグラスランドとよびならわ

されてきた2)0

　 この高地における現在の一般的な生産形態は,雑 穀類あるいはイモ類を主作物とす

る焼畑農耕である。雑穀類では トウジンビエ,モ ロコシ,ト ウモロコシなどが作付け

されている。イモ類ではヤムイモ,タ ロイモ,マ カボが中心である。これらの作物は,

基本的に丘陵の草地で栽培される。 したがってカメルーン 高地の焼畑は,そ の休閑期

間を草地植生に依存 した焼畑農耕であり,草 地休閑型に属するといえる形態である。

この休閑形態についてはすでに報告 しているので,そ れを参照されたい 【端　 1993]。

　 しか しこのような草地休閑型の焼畑農耕のみがこの高地の生産形態ではない。農耕

ということではイモ類や雑穀類のあとに植え付けるマニオクや屋敷地内の畑に植え付

けるプランテインが重要である。また今日では貨幣経済が一般的であるため,農 民に

1)前カメルーン 国立人文科学 研究所バ メンダ支所長 のSoh氏 は,カ メル ーン高地における居

　住 を考え るうえで,地 下水の湧出は とくに重要な意味 をもつ と指摘 した。
2)た とえば最近 ではNkwi,　 P.　N.の 著作11987】 な どがある。
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とって換金作物はきわめて重要になりつつあるが,こ の地方ではコーヒーがその代表

的な作物 となっている。またこの高地ではさまざまな儀礼の場にはラフィアヤシから

採取 したヤシ酒が欠かせないが,そ のラフィアヤシも栽培されているので,や は り作

物のなかにふくまれるであろう。

　また農民はその屋敷地内に必ずといってよいほどブタやニワトリを飼っている。ブ

タは屋敷地内の畑のなかに棒杭で囲いをして,1頭 ないし2頭 飼っている。この高地

の農耕民はウシを飼ってはいないが,高 地のところどころにはフルベ牧畜民の居住が

みられ,彼 らはウシを保有し丘陵部で放牧 している。

　またこの高地の農耕民にとっては,かつては狩猟は重要な生業であったようである。

というのも,の ちにくわ しく述べるが,う えに概観 したようなこの高地の農耕は明確

に女性の仕事とされており,ずっと以前は男性は狩猟に出かけていたといわれている。

そのことはこの高地のいくつかの社会で現在 もおこなわれている狩猟儀礼から推察で

きるし,ま たそのような伝承も多く残されている 【KOD」o　n.d.】。このことは本論の

展開と直接関係はないが,こ の高地におけるかつての狩猟の方法は,現 在も中央アフ

リカの一部の狩猟民がおこなっているネットハソティングに類似したものである。ア

フリカ文化史における焼畑農耕と狩猟との関係を考えるうえで興味深い事例である。

カメルーン高地 と王制社会

　 こ こで この地 方 に 居 住 す る焼 畑 農 耕 民 の民 族 学 的 特徴 を概 観 して お きた い。

　 カ メル ー ン高 地 に おけ る農 民社 会 の も っ と も大 き な特徴 は そ の王 制 度 に あ る とい え

る。 王 は フ ォ(Fo,　 For)あ るいは フ ォソ(Fon)と よぽ れ,社 会 の文 化 的,政 治 的,

精 神 的 統 合 を 一 身 に具 現 してい る存 在 であ る。 た とえぽ 王 の一 般 的 な 性 格 と して そ の

神性 が 挙 げ られ る。 カ メ ル ー ン高地 民 の社会 に お い ては 祖先 崇 拝 の観 念 が 一般 的 で,

社 会組 織 の原 理 は ク ラ ソ,リ ネ ジ制 で あ る。 社 会 の大 小 にか か わ らず フ ォな い し フ ォ

ン と よぼれ る王 は,い くつ か の超能 力 を もつ と考 え られ てい るが,そ のひ とつ は 祖 先

の カ ミと交 信 す る能 力 で あ る。 そ れ ゆ え に王 は た だ の ヒ トで は な く,祖 先 の カ ミの 意

志 を た しか め る こ との で きる唯 一 の 存在 であ る 【CHILVER　ariCl　KABERRY　 1968】。 一 般

の人hは,こ う した 神 性 を もつ王 に は 触れ る こ とは で きな い,王 と話 す と きに は 両 手

で 口を 覆 い 口の動 きを 隠 さな けれ ぽ な らな い,遠 くか ら王 の姿 をみ た と きには2度 柏

手 を 打 つ な ど,王 に まつ わ る タ ブーが た くさ ん あ る。

　 王 の 存 在 そ の もの につ い て も さま ざ まな タ ブーが あ り,た とえば 王 の 身体 を表 現 す

る ときに は 一 般 名詞 を 使 わ ない とされ てい る。 王 の 目の こ とが い いた い と きは王 の星

19



国立民族学博物館研究報告　　18巻1号

と表 現 す る。 この た ぐい の用 例 が い くつ かみ られ る。 また王 は もの を食 べ ない と信 じ

られ てい る。王 に背 中を さわ って も ら うと幸 福 に な る ともい わ れ て い る。 この よ うな

カメルーン高 地 民 の王 は 明 らか に神 性 を もった カ ミな る王(Divine　 King)の 定 義 に

か な う性 格 を有 して い る とい え る。

　カメルーン 高 地 には 王制 社 会 が どれ ほ どあ るの だ ろ うか 。 正確 な統 計 が あ るわ け で

は な いが,お よそ100ち か くあ る。 そ の社 会 の規 模 は さ まざ まで小 さい例 では 集 落 が

数 ヵ所 で ひ とつ の王 制 の単 位 に な って い る ところ が あ る。 逆 に 大 きい例 では人 口に し

て 数 十 万 の規 模 の王 国 もあ る 【CHILvER　and　KABERRY　 1968】。

　 こ う し た カ メ ル ー ン高 地 の 王 制 社 会 に 対 し て,い くつ か の 民 族 誌 はVillage

Kingdomと い う概 念 を 適 用 して い る3)0日 本 語 に訳 せ ば 村 落 王 国 とか 村 落 国家 とい う

こ とに な ろ うか 。 この概 念 は お そ ら く行 政 レベ ル の タ ー ムが 背景 に な って い る と思 わ

れ る。 とい うのは こ こで い うVillageそ の もの が,植 民 地 行 政 の枠 組 み か ら生 まれ て

い るか らで あ る。

　 現 在 の 時点(1992年)か らふ りか え ってみ て も この構 造 は基 本 的 に 同 じで あ る と考

え て よい で あ ろ う。 す なわ ち現 在 のカメルーン 共 和 国 の枠 組 み で い うと,こ れ ま で述

べ て きた カ メル ー ン高地 地 方 は 行政 区画 と しては ほ ぼ 西 部 州 と北 西 部 州 とに含 まれ て

い る。 この うち 西 部 州 は 民 族 的 に は バ ミ レケ(Bamileke)族 とバ ム ソ(Bamun)族

の 範 域 に よ って 占 め られ て い る 。 これ に 対 して 北 西 部 州 は 民 族 的 に は テ ィカ ール

(Tikar)族 や ウ ィデ ク ム(Widekum)族 か ら構 成 され て い るが,政 治 ・社 会 的 に は

す で に述 べた よ うな数 多 くの 小 さな王 制 社 会 が分 立 して い るの で あ る。 そ こで この北

西部 州 で はそ の下 部 の行 政 単 位 で あ るDistrictの なか に い くつ か の王 制社 会 が含 まれ

る とい う構 造 に な り,そ の と きそれ ぞれ の 王制 社 会 が しば しばVillageの 概 念 で位 置

づ け られ る ので あ る。

　 お な じカメルーン 高地 で も西部 州 と北 西部 州 とで そ の社 会 形 態 が 大 き く異 な って い

る。西 部 州 域 を 占 め るバ ミレケ社 会 とバ ム ン社 会 は い ずれ も フ ォ ンを い た だ く王 制 社

会 で あ る。 そ の フ ォ ンの 性 格 はす でに 述 べ た北 西 部 州 の王 の性 格 とほ とん ど変 わ る と

ころ が な い。 バ ミレケ社 会 もバ ム ン社 会 もかつ て は テ ィカー ル族 や ウ ィデ クム族 の 社

会 とお な じよ うに小 さな 王制 が分 立 して い た と考 え られ る。 そ れ が バ ム ン社 会 の 場 合

は18世 紀 ごろ に 出た11代 目の王 が 分 立 して いた 小 さな 王制 を併 合 して民 族 的 統 合 を成

し遂 げ た とい われ て い る。統 合 され た ク ラ ン制 に 基 づ く旧王 制 組 織 は そ の ま ま地 域組

織 と して機 能 して い る こ とが知 られ て い る 【和 崎　 1980】。 この よ うな事 情 は バ ミ レケ

3)た とえぽRitzenthaler,　R.　and　P.の 著作[1962】 がある。
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社会についても同様である。その場合の民族的統合をとげた王はParamount　 Chiefの

タームでよばれている 【MURDOCK　 1959]。

　これに対して北西部州域においては王制社会のパラマウント化は民族的統合とい う

ところまでは進展 しなかったといえる。その理由はわからない。北西部州域の王制社

会をこまか く検討すれば,い くつかの社会においては小規模の王制の統合があった。

しか しそれはいくつかのクラソ組織を統合した程度にとどまってお り,民 族的統合の

レベルまで達しなかったのである。

　 このようにみていけぽ,カ メルーン高地における王制の原型は祖先崇拝の観念と結

びついた クラソ制組織に存在することは明らかである 【WARNIER　 1975]。したがって

論理的に王の原型はクラン組織の長にみられることになる。 この点はカメルーン 高地

における農民の経済活動の源泉 とふか くかかわる点であると思われる。

第2章マンコン 社会の農民経済

バ メ ン ダ と マ ン コ ン

　カメルーン 共和国北西部州の州都はバメンダ(Bamenda)で ある。州庁をは じめ

国の行政機関が集中し,な おかつ北西部州全域の物産の集散がおこなわれ,州 の経済

活動の中心でもある。バメンダの街の中心には各種商店やおもな銀行の支店がならび,

まさしく地方中心都市として機能している。

　このパメソダが都市としての成長をはじめるのは,20世 紀のは じめに ドイツが軍事

駐屯地を設営 して以後のことである。記録によれぽ,そ の当時は現在の街の中心部に

ちかいところにわずかにハウサ商人が住み着いていたという 【SOH　1983】。現在は人

口約5万 の都市に成長している。

　小さな王制社会が分立するカメルーン 高地において,ど のような社会空間にバメソ

ダの都市形成がみられたのか,こ れはひとつの興味深い問題である。いまこの問題に

深入 りする余裕はないので,こ こでは結論的に述べておくことにする。

　現在のバメソダの都市空間をみると,あ たか もいくつかの王制社会の境界が重な り

あった位置にひろがっている。具体的に述べれぽ,マ ンコン(Mankon)を はじめ,

ンクェン(Nkwen),メ ンダンクェ　(Menda　 Nkwe),ア クム(Akum),ソ バ トゥ

(Nbatu)な どの王制社会の境界が接 している位置にバメソダが発達 しているのであ

る。バメソダの都市 としての発展の契機となった ドイツの軍事駐屯地の建物の一部は
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現在 も使われてお り,そ の位置はメンダンクェの領域にある。その当時のハウサ商人

の居住位置はマン コンの領域に属 していたことがはっきりしている。現在のバメンダ

の中心街に近いその街区にはいまもハウサ商人が居住 してお り,街 区の地名にもハ ウ

サの名称が使われている。またバメンダに住むハウサ族はさまざまな祝祭の機会には

マンコンの王宮を訪れ,マン コン王に祝意をあらわす慣習が現在もつづけ られている。

これは明らかにマンコンの領域内にハウサ商人が居住を許されていた関係を示してい

る。

　このようなバメンダ形成期の事例をみると,カメルーン 高地に分立 していた王制社

会と外部世界からの侵入者 とがどのような関係にあったかが明らか となる。すなわち

バメンダの都市形成は,王 制社会の社会空間においては周縁的世界の現象として位置

づけられていたのである。

　しかしながらこれはあくまでも初期的現象であったといわねばならない。はじまり

の時代から1世 紀ちかくをへた今日,都 市バメンダのもつ社会的影響力は計 り知れな

いほど大きくなった。分立する王制社会の周縁的空間に生まれたパメソダは,今 日で

は文化的,社 会的,経 済的,政 治的に大きな影響力を王制社会に対 してもつにいたっ

たのである。そしてバメンダの影響力をもっとも強くうけているのが,そ の中心街区

が発達 したマン コン王制社会である。

　 したがってマンコン王制社会は,基 本的には焼畑農耕に依存する農民社会であ りな

がら,い っぽ うではその領域にカメルーン 高地で最大の人口5万 の都市を内包してい

ることになる。ちなみにはじめて軍事駐屯地がおかれたメンダソクェの側には,行 政

機関がいくつかおかれているものの都市的発達はみられなかった。都市的発達は主と

してマン コンの側においてみられたのである。 しかし近年ではさらに都市化がすすむ

傾向がみられ,ば メンダの居住区域はンクェンやアクムなど他の王制社会の領域に拡

大 しつつある。

マン コンにおけ る農業生産の形態

　本報告で事例としてとりあげるマンコン社会は,す でに明らかなように,基 本的に

は焼畑農耕に依存する農民社会であ りなが ら,い っぽ うではカメルーン高地最大の人

口5万 の都市を内包 しているところに特色がある。

　したがってマソコンにおける農業生産に対する都市の影響には大きいものがあると

いわざるをえない。 しか しその影響というのは農業生産のどのような局面におよぶの

であろうか。また都市の存在は農耕の技術的側面に対 してはどのような影響をおよぼ
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すのであろうか。たとえば作物の作付けの量的な面では都市の影響は大きい。また都

市を市場とした新しい作物の導入もみられる。マンコソの農耕の特徴についてはこれ

までも報告 してきたところであるが 【端　1986,1993】,こ こでは農業生産の形態の視

点から述べることにしたい4)O

作物 の構 成 　 まず 作物 の面 か らみれ ぽ,マ ン コ ソの場 合 は根 菜類 が 中心 であ る。 自給

的主 食 作 物 と して は,マ カ ボお よび タ ロイ モが 中心 で,こ れ に補 助 的 に マ ニオ ク,ヤ

ムイ モ,プ ラ ンテ イン が くわ わ る。 トウモ ロ コシを は じめ とす る雑 穀 類 の栽 培 は ほ と

ん どみ られ な い 。 そ の意 味 に お い て は マ ン コン の農 耕 は根 菜 型 とい え る もの で あ る。

　 これ に対 して 多 年生 の樹 木 作物 で あ る コー ヒーお よび ラフ ィアヤ シの栽 培 もマ ソ コ

ソで は一 般 的 で あ る。 コー ヒ ーは農 民 の 主 要 な 換 金作 物 と して,ま た ラフ ィアヤ シは

生 活 に欠 か せ な い ヤ シ酒 を採 取 す る資 源 と して 栽培 され て い る。

　 この ほか 一 部 の 農 民 の あい だ で しか み られ な い の で あ るが,ト マ ト,タ マネ ギ,キ

ャベ ツな どの 野 菜 栽培 の例 が み られ る。 これ らは い うま で もな く換 金 作 物 と して都 市

に 出荷 す る こ とを 目的 に栽 培 され て い るの で あ る。

　 こ う した 作物 栽 培 以外 で は,マ ン コン で は ブ タ,ヤ ギ,ニ ワ トリとい った 家畜 ・家

禽飼 育 も一 般 的 で あ る5)0

生 産 の 場 　次 に これ らの 作物 が 栽 培 され る 場 や 家 畜 が 飼 育 され る場 に つ い てみ て お

く。

　 マン コン に お い て は作 物 に よ って生 産 され る空 間 が 明確 に異 な る。 す なわ ち マ カボ

や タ ロイ モの よ うな主 食 作 物 を は じめ補 助 的 な 作物 で あ る マ ニオ クは 草地 に お お われ

た丘 陵 の斜 面 の 焼 畑 で栽 培 され る。 新 し く草 地 を 開墾 して造 成 され た焼 畑 に は まず初

年 目作 物 と して マ カボ とタ ロイ モ が植 え 付 け られ る。 マ カ ボ,タRイ モが 収 穫 され た

あ と,2年 目に は通 常 マ ニ オ クが植 え られ る。 マ ニオ クが 収穫 され て しま うとそ の畑

地 は放 棄 され,休 閑 に は い る。 この 草地 休 閑 形 式 の焼 畑 につ い て は す で に くわ し く報

告 した 【端 　 1993】。

　 これ に対 して補 助作 物 の プ ラ ソテ イ ンや 換 金 作物 の コー ヒー,そ して ヤ シ酒 を採 取

す る ラフ ィアヤ シ,ブ タや ニ トリな どの 家 畜 の 生産 の場 は屋敷 地 内 の農 地 であ る。 図

4)個 々の作物の科学名,民 俗名な どは,繁 雑 さを さけるため ここでは省略 した。端 【1993】を

　 参照 されたい。

5)　 マ ソコンの農民が ブタ,ヤ ギ,ニ ワ トリを 日常的に食す る ことはない。 これ らの家畜,家

　 禽類は埋葬儀礼の ようなきわめて重要 な儀礼の ときに,供 食用 と して食 される。
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図1　 屋敷地の模式図

1は マンコンの農民の屋敷地の模式図である。この図からわかるように,屋 敷地は一

般には丘陵の低部を利用 してもうけられている。住居は屋敷地の上部につ くられてお

り,そ の部分は平坦にならされている。屋敷地の斜面はほとんどプランテイ ンとコー

ヒーの畑 となっている。そのなかにブタを囲っておく柵がつくられていることが多い。

ラフィアヤシは最低部の水流にそって植えられてお り,河 辺林をなしている。

　このようにマンコソにおける農業的生産の場は大きくふたつの空間か ら構成されて

いる。草地の丘陵に造成された焼畑と屋敷地内の畑とである。 しかしはじめに述べた

作物のうち,単 純にこのふたつの畑地のどちらかに分類できなぐ・作物がある。それは

野菜とヤムイモとである。これらは屋敷地内での栽培例をみることもあり,ま た丘陵

の畑地でつくられる例もある。このちがいを生み出しているのは栽培量の問題である。

というのは野菜にしろヤムイモに しろ,屋 敷地内の畑地でつ くられている例は明らか

24



端カメルーン 高地農民の経済生活

に自給用と思われる程度の量の栽培 しかみられない。これに対 して,丘 陵の畑地で栽

培されている例では,そ れらは大量につ くられてお りまさしく換金用に栽培されてい

るのである。

　この現象と関係する作物はマニオクである。マニオクは屋敷地内でつ くられること

はなく,す べて丘陵の焼畑で栽培 される。近年の傾向としてマニオクの作付けが増え

ていることが指摘できる。あ くまでもマニオクは2年 目作物であるが,タ ロイモやマ

カボを収穫 したあとウネをつ くりかえ,同 時に面積を増や してマニオクを作付けする

例がみ られる。これもマニオクがたんに補助的作物にとどまらず,な かぽ商品化 しつ

つあるという現実があるからである。

　上述の事例のなかに都市の影響が明確にあらわれているといえよう。第1は 都市の

市場性である。都市は大きな食料市場であり,そ の供給を周辺の農村に依存する。マ

ンコンの事例は周辺農村の生産形態の変化のメカニズムを明確に示 していると考えら

れる。すなわちそれは補助的作物の大量生産化である。これまでの調査の例をみても,

自給的主食作物の大量生産化はみられない。それはおそらく何か阻害するメカニズム

が働くということであろう。

　都市の影響の第2は,野 菜の大量生産にみられるように,そ れまでその社会がもた

なかった新 しい作物の導入である。その作物は村内で消費するのではないから,も ち

ろん都市の市場性を前提にしているのであるが,あ くまでも新 しい作物をもたらした

ことに意味がある。村内で消費しない新 しい作物 といえぽtコ ーヒーもそれにあたる。

いまは換金作物 としてその栽培が定着しているのであるが,コ ーヒーは都市バメンダ

の市場性に影響されてひろまったわけではない点が野菜とは区別される。

農作物の商品化　ここでマンコンの農民が生産する農作物の商品化にふれておく。ま

ず主食作物のマカボとタロイモはほとんど商品化されない。都市パメソダには常設の

市場があ り毎 日ひらかれている。土曜日は周辺の農村から人々が集まり大いににぎわ

う。その市場においてもマカボやタロイモをみることは少ない。

　 これには文化的問題が含まれているのかも知れない。というのはこのマカボとタロ

イモの食べ方の問題があるからである。すでに報告 したことがあるが 【端　1982】,マ

ンコソとその周辺の人々はマカボとタロイモを煮込んだ うえ,そ れを木製の舟形のウ

スでついてモチ状にする。これをアチュウ(achuu)と よんで,こ のイモのモチをソー

スで味付けをしながら食するのである。カメルーン 高地の人hが すべてこの食べ方を

するわけではなく,ま して他の地方の人々はアチュウを食べない。 したがってマカボ
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とタロイモの市場性はバメンダの人 口に直結 しないのである。

　補助作物であるマニオク,ヤ ムイモ,プ ランテイソはいずれ もなかば商品作物化 し

てお り,さ まざまな機会を通 じて販売される。この うちマニオクは,イ モそのままで

はなく,お ろしがねを用いてす りおろしたのち,そ れを袋詰めにして重石やてこを利

用してあく抜きをおこない,と りだしたデソプンを乾燥させ粉末状にする。 この地方

では最後の工程でヤシ油を加えることが多い。いずれにせよマニオクはこうして加工

しなければ商品価値がない。

　これに対 してプランテイソやヤムイモはそのまま商品となる。このふたつは形はち

が うけれ ども,そ の食べ方はよく似ている。いずれも煮込むだけの料理法である。 プ

ランテインは皮をむかねばならないし,ヤ ムイモはスライスしなければならないが,

煮て食べるという方法はカメルーン高地地方では共通している。

　すでに述べたようにマン コンの農民が換金作物として栽培 しているのはコーヒーで

ある。コーヒーは完全な商品作物 といえる。またすべての農民が栽培しているわけで

はないが,同 じく換金作物として近年では野菜類の栽培がみ られる。

　 さらにここでふれておかなければならないのはラフィアヤシについてである。マン

コンの農民は屋敷地に栽培 しているラフィアヤシから毎日ヤシ酒を採取する習慣があ

る。 このヤシ酒は訪ねてきた人にふるまった り,王 に面会を求めるときや,あ とで述

べる労働交換や集会のときにふるまうなど,さ まざまな場面で必要 となる。それはあ

くまでも社会的に欠かせないものと考えられてきた。

　 ところが近年では都市の住民が安価な酒としてヤシ酒を求めはじめたことから,マ

ソコソの農民のなかにはヤシ酒を都市へ売 りにゆ く者がでてきているのである。すな

わちヤシ酒は社会的必要 ということで自給が原則であったのが,都 市 とい う市場が生

まれなかば商品化 しつつあるのである。

　 これらをまとめると次のようになる。

　　　(a)自 給作物:マ カボ,タ ロイモ

　　　(b)半 商品作物:マ ニオク,ヤ ムイモ,プ ラソテイソ,ラ フィアヤシ

　　　(c)商 品作物:コ ーヒー,野 菜

　 そして主としてこれらの自給的作物の商品化や商品作物の導入をめぐって,マ ソコ

ソ農民の生業分化が起こっているのである。次章においてこの問題を展開する。
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第3章 　農民層の生業分化

伝統的な男女間の分業

　これまで第2章 で述べてきた,マ ンコンにおける農業生産の形態のなかに男女間の

明確な分業が存在する。それは主として生産の場所とかかわっている。すなわち草地

におおわれた丘陵で焼畑を造成 しそこで主食作物であるマカボやタロイモを生産する

のは,伝 統的に女性の仕事である6)0

　この地方で農具といえば手 ぐわがその代表である。あとは農具らしいものはほ とん

どない。 この手 ぐわで女性は丘陵の草地を開墾 し,ウ ネをつくる。この地方で畑にゆ

く女性に会 うとかならず頭にこの手 ぐわをのせている。イモを収穫 したときには,頭

上のカゴいっぱいにイモを入れそのうえに手 ぐわがのせられている。手 ぐわは女性の

象徴ともなっており,男 性がくわを手にすると女性のようだと表現 した り,男 性はく

わを手にしてはならないといった りするほどである。

　マソコンでは,1人 の成人女性は焼畑を6筆 か ら10筆経営しているのが一般的であ

る。主食となるマカボやタロイモは焼畑の初年 目作物であるから,畑 地は毎年新 しく

開墾 していなけれぽならない。マカボやタロイモは1度 に収穫しないので,初 年 目の

畑といっても期間的には少 しずつずれてくる。 したがって1人 の女性のある時点をと

れぽ,開 墾中の畑,収 穫のできる畑,収 穫も終わ りにちかい畑,そ して2年 目の畑な

どさまざまな段階の畑が経営されていることになる。

　こうした畑は休閑期間 との関係もあって,同 一の場所に集中 して造成されることは

なく,マンコン 領内のほうぼ うの丘陵斜面につ くられている。 したがって女性はあち

らこちらの畑に出かけていくことになる。マソコンの主食作物の生産は女性労働に依

存しているのである。

　 これに対 して男性は屋敷地内の畑地の管理が仕事である。屋敷地内の畑地 といえぽ,

植えられている作物はコーヒーとプランテイソであり,ヤ シ酒をとるためのラフィア

ヤシである。いずれも多年生の樹木作物であ り,農 作業といえぽ除草と収穫 ぐらいで

ある。労働量からみれば分業 というのも不自然なほど女性の仕事 とは不均衡である。

　生産の場所 という労働空間の分業としてみれぽ伝統的には以上のようであったが,

6)　 これ は カ メル ー ン高 地 一 帯 の 特 色 で もあ り,カメルーン 高 地 社 会 の 女 性 の 役 割 の 明確 さ は

　 民 族 学 的 関心 を ひ くも ので あ る。 た とえば,Kaberry,　 P.　M.の 著 作 【1952】が あ る。
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近年,屋 敷地内にとどまらず丘陵部の畑地において農業を展開する男性が出現 しはじ

めている。その場合は作物が限定されていることが注 目される。彼らはけっしてマカ

ボやタロイモといった主食作物を栽培せず,元 来は補助作物であったヤムイモ,と き

にはマニオク,そ して商品作物の野菜を栽培している。

　 このように屋敷地内での作物はコーヒーであ り,男 性が大量生産に取 り組むのが野

菜であり,ま たヤムイモであるということは,つ ま り男性が管理する農産物は商品的

作物だとい うことである。 したがって男女間の分業の原理は,丘 陵の焼畑か屋敷内の

畑地かではな くて,自 給用の主食作物か商品作物かということになる。 しか しこの原

理はきわめて現代的であって,商 品作物が導入される以前の伝統的な分業形態とどの

ようにつながるのであろうか。

　村の長老の語るところでは,丘 陵での焼畑でマカボやタロイモを栽培 していたのは

昔から女性の役割であった という。現代化する以前の男性の仕事といえば,ヤ シ酒を

採取すること,王 の宮殿を中心とした社会的 ・政治的行事に参加すること,と きどき

狩猟をおこない野獣の肉を手にいれること,そして隣国 との争いや戦争に加わること,

身近なところでは住居をつ くることなどであったという。

　20世紀にはい り植民地行政が浸透するにつれ,何 事にも通貨が必要となる事態にな

ったという。 もっとも具体的なのは人頭税であった。、そしていっぽ うではコーヒー栽

培がすすめられ,そ れをもって通貨を得る手段 とする政策がとられたのであった。こ

の頃から通貨つまり現金を得るのが男性の仕事 という方向に変化 してきたという。 し

たがって今日的にいえぽ,マ ソコン社会の男女間の分業は自給用の主食を栽培するの

が女性の仕事であり,男 性は現金を得るのが仕事 とい う考え方になっている。

農民層の生業分化

　このような歴史的過程をへて,マ ソコンの農民層は新たなる生業を求めて分化 しは

じめている。 とりわけ男性は現金を獲得する役割を担ってお り,そ のことが生業分化

の大きな原動力となっていることは否定できない。た とえば現金を得るもっとも確実

な手段はサラリーをとれる職種につくことである。マンコンにはそのような職種はな

いが,州 都パメソダには行政機関がた くさんある。上級の学校に進学すると,そ のよ

うな職種につきやす くなる。カメルーンでは独立以来学校制度はよく整備されてきた

ので,人hの 進学希望は年々高まっている。そしてつてを頼った りしながらサラリー

をとる職について,毎 日バメソダへ通勤 している男性が出は じめているのである。

　また人数はさほど多 くないが,い く人かの男性が農業を専業としはじめている。す

28



端　　カメル ーン高地農民の経済生活

でに明らかなようにマンコソの伝統的な生活様式では農耕は基本的に女性が担ってい

た。男性は伝統的には農耕にたずさわ らなかった。しか し貨幣経済化がすすむなかで,

現金を得る手段のひとつとして商品作物を中心とする農業を生業とする男性が出は じ

めてきたのである。その栽培作物は野菜であ りヤムイモであった。これは市場として

の都市を前提にした専業農業者の成立である。

　以上のふたつの分野はマソコンの男性の現金獲得手段のなかで特に生業 として目立

った分野であった。このふたつの分野にふ くまれない大部分の男性はどのような手段

を講 じて貨幣経済に適応 しようとしているのであろ うか。

　すでに述べた ように,マ ソコンの一般の男性は少なくともそれぞれの屋敷地内V'

コーヒーの畑をもっているので,毎 年の乾期に豆を収穫しバメソダにある協同組合に

買い取ってもらえぽ最低限の現金は得ることができる。 しか しそれだけでは十分でな

いという。もちろんこの背景には近年のコーヒーの国際市場での価格の暴落がある。

こうした男性たちはいろいろな仕事に手を染めている。

　それはとても一定のカテゴリーでは処理できないほど広範囲の仕事にわたってお

り,さ らにはその仕事の定時性や収入の量における安定性は把握できないほどであっ

た。聞き取ったままにそれらのいくつかを挙げてお く。

　現在マンコン の男性が従事している仕事に砂の採取 と砂利づ くりとがある。マソコ

ソ領の中央をメザム(Mezam)川 が流れているが,そ の流れの所 々で砂の採取がお

こなわれている。これはおもに若者が従事しているが,バ ケツのような器をもち流れ

のなかに潜って川底の砂をす くいとるのである。採取 した砂は川岸に積み上げられる。

一定の量にたっするとバメンダからトラ
ックがきて業者がそれを買い取るのである。

村の男性のなかには仲買をする者までいる。すなわち砂を採取する者が現金を必要 と

していると,採 取 された砂をその場で買い取 りそののち都市の業者に売るのである7も

　砂利づくりも原理は同じである。 これは道路沿いによくみられる光景である。 この

地方では河川からは砂は採取できても砂利はとれない。そこで誰がはじめたか知 らな

いが,露 出した母岩をハンマーで細かく砕いて砂利をつ くるのである8)0ど の岩でも

よいのだが,あ とで搬出の時に便利なので道路沿いの場所が選ばれる。とくに切 り通

しになっているところは,道 路沿いの条件をみたしているので好まれるのだが,ア フ

リカの交通事情を知る人には実に危険に思える仕事である。売る事情は砂の場合と同

7)川 からの砂の採取は水量が減る乾期のあいだだけおこなわれる。小型 トラックー杯の砂は

　 1990年当時で2000～3000フラソで買いとられた(1000フ ラソは約500円に相当)。
8)砂 利づくりはおもに雨期のあいだおこなわれる。1990年当時,ト ラックー杯が7000フラソ

　 で買いとられていた。
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じである。砂も砂利もいずれもがセメソト建築に必要な資材でありデその市場がある

かぎりこの仕事はな くならない。

　カメルーン 高地がナイジェリアと国境を接 しているという条件もあって,マ ンコン

の男性はナイジェリアとのあいだの交易に参天する。交易といえぽ聞こえはよいが,

しばしば間道を利用した密輸まがいの仕事もある。現在ナイジェリアはアフリカで最

大の工業国であ り,ま た日本製品も数多 く輸入されている。カメルーンは工業化は遅

れているものの農業を中心とする経済は比較的安定 してお り,そ の通貨も安定してい

る。そういった条件を生か して,ナ イジェリアからさまざまな製品をカメルーン に持

ち込むのである。バメンダはそうした一大市場でもある。

　 そのようにして小金の蓄財ができるとマンコン の男性は村内に店をかまえる傾向が

ある。店舗商人になるわけである。そこではジュースやビール,タ バ コ,調 味料,ノ ー

トなどの雑貨が売 られる。このような店舗はほとんど個人客で成 り立っている。この

10年ほ どのあいだに村内人口はあまり変化がないにもかかわらず,店 舗だけは筆者の

知る地区だけでも2軒 が5軒 になったのである。

　筆者の知人の1人 はバメソダのある行政機関につとめるサラリーマンになったが,

その小金をもとに家の近くに店舗を開き,2番 目の妻をその店番にすえた。 またある

店舗を営む男性は,週 に1度,20キ ロほど離れた村で開かれる市に,店 の雑貨をもっ

て参加 している。

　商業というものは小利を生むとみえて多くの男性がそれに参入 している。 もっとも

手っとり早いのは,小 金ができたときに商品を買い込み,ス トックしておいて,緊 急

のときやまとまった需要が生 じたときにそれを売るというものである。マンコンでは

この方法で扱われるもっとも一般的な商品は ビールである。10ダ ースのビールが1週

間でな くなった例があった。ある者は牛肉を扱い,あ る者は雑貨を扱い,ま たある者

は布地を扱っている。彼らは商人になったわけではないが,か といって取扱い商品を

簡単に変えた りはしない。それは職業といってもよいほど固定化された形態となって

いる。

　 このようにみてくると,も ともと主食生産から開放されていたマソコンの男性は,

浸透する貨幣経済化に適応するため,現 金収入を確保するさまざまな手段を講じてい

ることがわかる。そ してそれ らは次の3つ のタイプに分類できると考えられる。

　 (1)ま ず第1の タイプは農業専業者である。すでに述べたように,マ ンコンの農

業は本来的に女性労働に依存 していたのであるが,そ れは自給的農耕という文脈にお

いて成 り立っていたといえる。 しか しバメソダという都市社会は産業としての農業の
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成立を可能にした。そ してそれはそれまでは主食生産の外縁にしかいなかったマンコ

ソの男性の現金獲得手段ともなったのである。これはマンコン における新しい生業と

いえよう。

　 (2)第2の タイプは何らかのかたちの給料(サ ラリー)を とる男性である。給与

生活者 とでもい うべ きであろうか。現在のマンコンで給与生活者 といえぽ,行 政機関

につとめる役人か学校の教員か銀行をは じめとする各種企業の勤め人それに商店の店

員などの仕事につく人である。そのうち学校の教員以外の職場はすべてバメンダに存

在す る。 したがって彼 らは毎日バメソダへの通勤を余儀な くされる。そのような需要

があるのでバメンダのタクシーの多くが農村とバメンダを結んでいる。また自動二輪

車の普及にもめざましいものがある。これはこれでマソコンにおける新 しい職業 とみ

てさしつかえない。

　 (3)第3は,性 格づけがまことに困難なタイプである。 これ まで挙げてきた事例

からもわかるように,職 業 というには社会的独立性が乏 しく,ま たそれに生活時間の

大部分を投入するわけでもない。あくまでも部分的なのである。 しかしそれでいてあ

る程度の固定性がみられ,仕 事の取捨が自由とい うわけではない。筆者はその職業が

あくまでもフルタイムではなくパー トタイムであることをふまえて,そ のあ り方に兼

業とい う概念を使いたいと考えている。すなわち第1の タイプの農業専業者に対 して,

この第3の タイプは農業兼業者とい うわけである。マンコンの男性は基本的にはそれ

ぞれの屋敷地内に畑をもちそれを経営しているのであるから農業者であることはまち

がいない。ただ彼らはパー トタイム的な仕事を兼業 しているのである。それは仕事に

よって週に1度 とかあるいはほぼ毎日とか,投 入する時間のちがいはあるけれども,

けっしてそれは専業ではないのである。わが国で兼業というと第一種,第 二種とい う

概念があるが,こ こではどちらも含めて考えてよいと思われる。いまそれをも区分す

ることの社会的意味はみあたらない。

女性の農業労働

　マンコンの女性の農業労働についてはすでにふれておいたが,そ の労働は主食作物

であるマカボとタロイモの栽培に集中している。草地におおわれた丘陵の斜面を開墾

しウネを造成 し,マ カボ,タ ロイモを植え付け,除 草を繰 り返 しながら収穫をまつ。

1筆 の焼畑の面積はさまざまであったが,筆 者が調べたところでは,平 均 して3ア ー

ル程度で,そ の広さの畑地に数条のウネがつ くられているとい う形態であった1端

1993]o
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　 1人 の成人女性は6筆 から10筆程度のいろいろな段階の焼畑を経営 しているのが一

般的で,経 営するいくつかの畑地をまわ りながら農作業をおこなっているのである。.

　こうした農業労働はふつ うは1人 でおこなわれている。男性はこの焼畑の農作業に

はまった く参加しない。また普段は共同で作業することもないという。 しかしひとつ

だけ女性が共同でおこなう農作業がある。それは草地を開墾して新 しいウネをつくる

作業である。つまり焼畑の耕作過程 としては新畑の造成にあたる作業である。この女

性だけの共同労働はイシエ(ishie)と よぼれており,通 常は4人 から8人 程度の女性

のあいだでおこなわれる。このメソバーは固定しているのではなく,畑 地の近いもの

のあいだでおこなわれるとい う。 したがって畑地が遠 くに分散 していればそれぞれの

ところでイシエがおこなわれることになる。そして原則として共同労働における労働

Q交 換は互酬的になっているので,労 働の貸借関係はそ うとう複雑になっている。 こ

のことを考えると,丘 陵で展開する焼畑の経営は,マ ンコンにおける女性の労働交換

のネットワークによって成 り立っているといえるのである。

　こうしてマンコソの女性は自給経済の部分を支えている。 しか しこうしたマソコン

の女性もまったく貨幣経済にふれないわけではない。自分の畑で収穫 したイモを週に

1度 マンコンで開かれる市場にならべた り,と きにはバメソダの市場にでかけてマニ

オクからつくったデンプン粉を売 りにゆく。そ うしてつくった現金で鍋などのうつわ

を買 うのである。 しか しこのような農産物やその加工品を売る程度で得られる現金の

額は大きいものにはならない。その意味ではマソコンの一般的女性の現金生活は乏 し

いといわざるをえない。

　 しか し近年ではマンコソの女性のあいだでも現金をめぐって大きな変化がみられ

る。それはとくに夫が給与生活者である場合である。役人であれ学校の教員であれ,

夫が給与生活者になるとマンコンの女性の生活は大きく変化する。いちぽん大きな変

化は焼畑農業からの脱落である。主食作物の栽培から家庭婦人になるのである。お し

なべてこのような変化がみられたのは興味深いことである。夫が給料をとると妻が家

庭の主婦になるとい うのはどういう原理から生まれてくるのだろ うか。

　このような家庭では当然主食のイモの生産がないので買 って くる必要が生 じて く

る。そのためにわざわざバメソダまでゆくこともなく,マ ンコソで開かれる市場や近

隣の女性から買 うことになる。このような生活様式をはじめるとこの女性はもはや消

費者 という新 しい価値をマンコン社会に持ち込むことになる。すでにそれはは じまっ

ているのである。
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第4章 交 換 の諸 体 系

交 換 の 種 類

　マソコン社会にはさまざまな交換がみられる。日常生活において,何 気ない交換が

頻繁におこなわれる。これは どのような人間社会にもかわ るところがない。通 りすが

りの人が求めれぽ貯xて あるヤシ酒や飲み水を提供し,ち ょっとした手助けもまたい

ろいろな場面でみられる。 こうしたごく日常的な交換をすべてとりあつか うことは不

可能である。ここでは組織だった制度的な交換に限定して報告することにする。

　イシエという女性だけの労働交換についてはすでにふれておいた。 これはまたイシ

エ ・ファ(ishie-fa)と もよぼれる,丘 陵部の草地の開墾のときにのみおこなわれ る

労働交換である。ファというのは,手 ぐわをもちいておこなう草地の開墾作業の意味

で,開 墾や除草など耕作作業全般をも意味する。乾期も深まった12月,1月,2月 に

はマンコン の丘陵のあちらこちらで数人の女性が開墾作業をおこなっている光景に出

くわす。草地を根の部分から掘 り起こし,そ れを数ヵ所に集める。その草は数日間か

ら長いときは3週 間ほどそのまま放置され乾燥させる。 しかるのちそのうえから土を

かぶ・せ,す っか り土でおおったあと両端から草に火をつけるのである 【端　 1993】。共

同作業をおこなうのは前半の開墾作業であって,草 を乾燥 させたあとウネをつ くるの

はその畑を経営する女性が1人 でおこな う。

　 このイシエという労働交換は,主 食作物生産 というこの社会でもっとも重要な生産

労働 と結びついている。さらにはその生産労働のなかでも新畑の造成というもっとも

労力を要する場面で共同労働が組織されているのである。

　 このような女性社会のみの労働交換とは別に,マ ソコン社会にはおもに労働交換を

目的としたンゴータ(ngoota)な いしはソグソ(ngun)と よぼれている制度 と,か

ならず何 らかの財の交換をおこな うことを目的 とした ソチュア(nchua)と い う組織

がある。後者は労働の交換をおこなう例もあるがそれが目的なのではない。

　 ンゴータないしソグンは,共 同体的労働交換 とでもいうべきもので,共 同労働の必

要が生 じたとき地域内の人にひろ くよびかけておこな うのもので,あ らか じめメン

バーは決まってはいない。労働の依頼主はアチュウとい う伝統食 とヤシ酒を準備 して

おき,労 働の提供者にふるまう。

　 これに対 してソチュアの特色は,ま ずあらかじめメソバーが決まっていること,そ
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れが定期的に集まりをもち,そ の集会ごとにあらか じめ決めた額の財(現 在では現金)

を持ち寄 ること,そ してその持ち寄った金額を集め,順 番にメンバーが使った り1年

のおわ りに分配 した りするものである。これはわが国の頼母子講を想起させる組織で

ある。

　マンコン 社会における制度的な交換の諸体系を概観すると以上のようになる。そこ

には大きくは労働をめぐる交換の体系と財の交換をめぐる体系とがある。以下におい

ては,そ れらの実態を述べることにする。

労 働 の 交 換

　イシエについてはすでに述べたのでここでは繰 りかえさない。ただマンコン社会に

おけるもっとも重要な労働交換の制度のひとつであることを指摘するにとどめる。

　 ンゴータは しばしばン ゴータ ・ファ(ngoota-fa)と もいわれる。つま りンゴータ

においてもイシエと同様に交換の対象は耕作労働なのである。しかしすでに主食作物

を作付けする丘陵部の焼畑の開墾については,女 性のあいだだけの交換制度イシエが

ある。人々の説明ではンゴータはイシエよりもっと一般的な農作業労働をさすのだと

いう。

　イシエのおこなわれる焼畑以外の畑地といえば各戸の屋敷地の畑地である。筆者が

観察 しえたン ゴータの事例はわずか1例 だけであったが,そ れはその屋敷の戸主が軍

役について5年 ほど屋敷をあけてお り,そ の間に屋敷内の畑地が荒れてしまったので

ンゴータを頼んだというものであった。その日は近隣の人々に声をかけ,成 人男女13

人が集まった。作業は放置 されていたプラソテインや コーヒーの樹をふ くめて雑草 ・

雑木の除去からは じめ,そ のあとはプランテイソの株植えをおこなった。作業は朝8

時ごろからはじま り午後の3時 ごろには終了した。そのあと作業に加わった人々は屋

敷内の一室に集ま り,戸 主からのアチ ュウやヤシ酒のふるまいを受けた。このときは

ビールもふるまわれた。

　こうしたン ゴータによる労働交換は現在のマンコン ではほとんどみられないといっ

てよい。その要因はいろいろであるが,も っとも大きな原因は人hが 集まらなくなっ

たからだという。すでにみた ようマンコンにおいては女性は丘陵の焼畑での労働が中

心であ り,男 性はそれぞれ自分の現金を得るための生業に忙 しい。もちろん給与生活

者は週 日は参加できない。マンコンにおける生活構造の現代化そのことがンゴータの

ような共同体的な労働交換の成立を困難にしているのである。

　このことと関連して次のふたつの点を指摘 しておかねばならない。そのひとつはン
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ゴータにかわって賃労働による農作業がみとめられる点である。筆者が観察しえた範

囲では,現 在のマンコン ではンゴータ を必要とする規模の農作業にはしぽ しぼ女性を

対象とした賃労働がおこなわれていた。もっともよくみ られたのはヤムイモの畑であ

る。ヤムイモを商品作物 として大量に栽培する場合は土地の開墾からウネづくりまで

そ うとう量の労働を必要 とする。この作業は ンゴータを必要 とする規模であるが,実

際には数人の女性を賃労働で雇 っておこなっていた。このような例がい くつかみられ

た。 ンゴータを必要とする農作業の目的も変化 していることがわかる。

　現在のマソコンでンゴータ を必要 とする農作業は屋敷内の畑地における農作業だと

考えられるが,実 際には ンゴータではな くてのちに述べるソチュアに よる労働交換が

一般的である。すなわちあらかじめ決まったメソJ¥_一による労働交換である。すでに

みたように屋敷内の畑地ではプランテイソとコーヒーがおもに栽培 されており,こ れ

らは多年生の樹木であるので日常的な農作業はそれほど多 くはない。 ここではンゴー

タは必要ないのである。ンチュアの原理についてはのちに述べる。

　 さてマンコンの農民社会における労働交換のなかでいまひとつ注目されるのは ソグ

ンとよばれる労働交換である。ンゴータ はンゴータ ・ファとよぽれたように農業労働

を目的としたものであったが,ソ グソは住居に限定された労働交換を目的 としている。

ソグソ ・エビン(ngun-ebin)は いわゆる屋根葺 きにあたる労働であ り,ソ グン ・ソ

ダ(ngun。nda)は 家づくりである。

　 マソコンにおける伝統的な家づくりでは,円 形の壁面 となる部分はラフィアヤシの

幹を矢来格子状に組み,そ の外面に壁土を塗 り付ける方法でつ くられていた。そして

その上部にはエレファソ トグラスで葺いた円錐形の屋根をのせるとい うものであっ

た。現在ではこのタイプの住居はほとんどみられなくなっている。この伝統的な住居

づ くりにおいて,共 同体的な労働交換が発達 していたようである。数百本 とい うラフ

ィアヤシを組み立て,そ れに壁土を塗る作業,大 量のエ レファソトグラスを刈り集め

それで屋根をつくり壁の上部にのせる作業,そ のいずれもが村人の共同作業によって

おこなわれたという。

　 現在ではマンコン の住居は大 きく変化 している。住居は方形 とな り,壁 は日干 しレ

ソガを積み上げそのうえから壁土をぬった り,セ メソトを塗ってかためた りする。屋

根には トタン板が使われるようになってきている。このような家づくりではほとんど

共同作業が必要でなくなっている。 日干 しレソガづ くりは戸主が1人 でおこなってい

る例が多く手伝いがあってもせいぜい家族内の手伝いである。また レソガ積みや トタ

ソ屋根葺 きにおいては専門の者がよぼれることが多くなっている。
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　ここでも伝統的な住居が変わってしまったので,労 働交換の必要性が薄れてしまっ

ているようである。こうしてみると,労 働交換については,農 作業の目的の経済的意

味や伝統的な住居の形態が変化 したために,伝 統的な交換の体系の社会的価値が弱ま

ってきていることが指摘できる。現在のマンコン社会においてもっとも大 きな価値を

有している労働交換は女性のあいだでのみおこなわれるイシエであるといえる。この

イシエには,主 食作物の生産 というこの社会の自給性の根幹にかかわる価値が認めら

れるのである。

ンチ ュア組織における交換の意味

　ソチュアによる交換は任意のメンバー間でおこなわれる。規模の大小はさまざまで

あるが,い ずれにせよあらかじめメンバーが決まっているのである。筆者が調べた範

囲では,人 数が数人とい うものから60人をこすものまでみ られた。

　 ンチュアはこの決められたメンバーのなかで必ず財の交換を ともな う。そのため組

織は財の管理をめ ぐって制度化されている。マンコンの村落部に限定すると,ま ず代

表となる者が財の規模,人 数の規模,集 会の目的や回数などをあらかじめ決め,参 加

者を募るのである。たとえば村落部で多いのは,週 に1度 の集会で,そ のときには1

人当た り500フラン(現 在約250円 に相当)を 持ち寄る,集 会にはヤシ酒を用意 しダソ

スをおこなう,人 数は30人か ら50人,と いうものである。 これでンチュアが成 り立つ

と,最 初の集会の ときに代表 と会計が決められる。たいていは発議者が代表 となって

いる。

　マソコンの村落部だけでもこのようなンチュアは無数にあ り,1人 の人間がいくつ

にも参加しており,筆者が聞いただけでも女性 もふくめて1人 の最低は3つ であった。

もちろんこの3つ の ンチュアは目的も金額 もちが うのであった。

　そこでまず ンチ ュアの目的であるが,よ くみられるのは次の4つ であった。

　第1は 農作業の労働交換を目的にするものである。すでに前項でふれたように,お

もに男性の管理にまかされている屋敷地内のコーヒー畑での労働はこのンチュアによ

る労働交換でまかなわれているのである。この場合のソチュアの平均人数は10人前後

で女性 も混 じることがある。たいていは週に1度,決 めた曜 日に集会をおこなう。集

会はメソバーの屋敷地を順にまわっておこなわれる。つま りこのンチュアは労働交換

が目的なので,メ ンバーの屋敷地をまわってそれぞれの屋敷地のコー、ヒー畑の除草を

おこな うのである。農作業が終わると,食 事やヤシ酒がでる集会となる。 このタイプ

のンチュアでは1000フ ラソ以上の現金が持ち寄られることはない。現金の交換が主目
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的 では ない か らで あ る。 しか し他 の ンチ ュ ア と同 じ よ うに,毎 回現 金 を 持 ち寄 り会 計

が それ を 記 録 し代表 が そ れ を 預 か る とい う形態 は変 わ らな い。 この タイ プの ンチ ュア

は と くに ンチ ュ ア ・フ ァ(nchua-fa)と よば れ る こ ともあ る。

　 ンチ ュア の 目的 で第2に よ くみ られ るの は,ダ ソスで あ る。これ は ソチ ュア ・ン ダ ー

モ(nchua-ndaamo)と よば れ る。 名 称 の とお りダ ンス の ンチ ュア とい う意 味 で あ る。

この ンチ ュアは1週 間 か2週 間 に1度 集 会 が もた れ,食 事 が 用 意 され て ヤ シ酒 が ふ る

まわ れ,ダ ソスが お こなわ れ る。 したが っ て集 会 は 夕方 か らか も し くは夜 に な って お

こな わ れ る こ とが 多 い。 人 数 も多 い ケー スが み られ る。 た い てい は30人 以上 であ る。

そ して この ソチ ュアで は現 金 の持 ち 寄 りに よる財 の交換 も主 目的 に な って い る。30人

で1人1000フ ラ ソ持 ち 寄れ ぽ,1回 で動 く金 額 は30000フ ラ ソで あ る。30000フ ラ ソを

使 う権 利 を 手 に いれ れ ぽ結 婚 の際 の 婚 資 の一 部 には な る し,子 供 の 学 資 や薬 代 な ど ま

とま った支 出 は可 能 で あ る。 ダ ンスや寄 り合 い の楽 しみ に頼 母 子 が 加 わ るの で こ の ン

チ ュアは マ ソコ ンの人 々の 経済 生 活 に お い て は重 要 な意 味 を もつ 。

　 ンチ ュアの 第3の 目的 は,仮 面 ダ ンス で あ る。 この仮 面 ダ ンス を 目的 とす る ソチ ュ

アは,ン チ ュア ・コム(nchua-kom)と よぼ れ る。 他 の ンチ ュアほ どで は な いが,マ

ン コ ン社 会 の 近 隣地 区 には た い て い ひ とつ の 仮面 の ンチ ュアが あ る。 そ して 人 々 は こ

れ に参 加 す る。 この場 合 は 仮 面 お よびそ の 装 束 を所 有 す る もの が ソチ ュアの 代表 とな

る。 そ して これ に 仮面 をつ け て ダ ソスを す る者 と楽器 を演 奏 す る者,は や した り歌 っ

た りまた ダ ソスを した りす る者 が 加わ る。 この ソチ ュア の メ ソバ ーは仮 面 結 社 の 性 格

上,男 性 に限 られ て い る。 それ で も人 数 は50か ら60人 ほ どに な る こ と も稀 で は な い 。

　 ンチ ュア の 目的 に 仮 面 ダ ソスが あ るの は こ の地 方 の 仮面 を め ぐる慣 習 とふ か くか か

わ って い る。 仮 面 を め ぐる 問題 につ い て は これ まで に もい くつ か 報 告 を して きた の で

【端 　 1980b,1981,1989,1990】,こ こで は ソチ ュア との か かわ りにお い て略 述 す る。 マ

ン コ ンで は 家 に 死 者 が で る とそ の 家 で7日 間 の 埋 葬 儀 礼 を お こな うの が 一 般 的 で あ

る。 死 者 そ の ものは 屋 敷地 の一 角 に埋葬 す る。 近 年 で は キ リス ト教 的 な墓 碑 をつ くる

慣 習 が広 ま って きた が,ほ ん らい は 畑 地 の 一 部 に 深 さ1.5メ ー トル ほ どの 穴 を 掘 りそ

こに死 体 を 埋葬 し,と くに 墓 碑 な どは 立 て な か った。7日 間 の埋 葬 儀 礼 は 人hの 弔 問

に は じま り,女 性 の ダ ンス,男 性 の ダ ソス,参 加 して いた ソチ ュア の メ ソバ ーの ダ ソ

スな どが あ り,5日 目か6日 目に は仮 面 ダ ソス が お こなわ れ る。 死 者 の埋 葬儀 礼 に仮

面 ダ ンスが お こなわ れ るか ど うか は,死 者 や そ の 家族 が仮 面 ダ ソス の ソチ ュ アに参 加

して い るか ど うか に よ るの であ る。

　 そ の 家族 が大 き くて家 族 の メ ンバ ーが それ ぞ れ に(マ ン コ ンとは か ぎ らず ひ ろ くカ
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メルーン高地地方で)仮 面の ンチュアに参加 していれぽ埋葬儀礼にはたくさんの仮面

ダソスがおこなわれることになる。それがその家族の名誉になるというぼか りでなく,

死者の霊も幸福の うちにカミになるという。すでに述べたようにマンコン 社会では祖

先崇拝の観念があ り,死 者の霊は祖霊として畏れられている。その祖霊をカ ミに導 く

のが仮面ダンスの役割 とい うのである。 したがって仮面 ダンスのない埋葬儀礼はマン

コンの人hに とっては屈辱的なことであるとい う。

　そのために人 々は仮面のンチュアに参加する。そしてここでも現金が持ち寄られる

が,そ の現金はしばしぼ仮面や装束を新調 した りする資金となる。仮面 ダソスはみす

ぼらしいものであってはならないという。普段の決められた集会のときには他のソチ

ュアと同 じように食事やヤシ酒がふるまわれダンスがおこなわれ る。 ときには仮面の

装束の修理やダソスの練習がおこなわれることもある。人々はンチュアを通 じて仮面

を社会化 しているのである。

　第4の ンチュアの目的は現金の融通である。これにはとくに名称はない。ただンチ

ュアとよんでいる。現金の融通を目的 とするこのンチュアは,わ が国の頼母子i溝とき

わめてよくにている9)。ただマ ンコンの場合は毎回の持ち寄 りに際して利子をつけて

競 り落としをおこなうとい う制度はみられなかった。 このンチュアの第4の 目的とな

っているのは,あ くまでも個人の経済生活の欲求にしたがったまとまった現金の利用

である。したがってこの場合はメソバーの経済力の均質度が問われることとなる。す

でに述べたようにマンコン の男性は現金を得るために何らかの職業についているので

あるが,た とえば毎週10000フ ランを持ち寄る男性はそれほど多 くはない。 したがっ

てその能力をもつ者 どおしが集いあってンチュアをつ くること0'なる。毎週5000フ ラ

ソならできるという者が集まってやは りンチュアをつ くる。 こうなるので経済力の均

質度がンチsア をつ くる重要な原理になるのである。

　毎週10000フ ランを持ち寄るンチュアの例ではメソバーは6人 であった。代表は手

びろく行商を職業 としている男性で,残 りの5人 は産科保健センターの薬剤師をして

村内にビールを飲ませる店を経営 している者やパ メソダの役所につ とめながら村内に

雑貨店を経営 している者やバメソダで商店を経営 している者などであった。 このメン

・ミーは6週 間に1度,60000フ ラソを使 う権利をもつことになる。彼らはまとまった

それらを原資本としてそれぞれの事業に投資していた。彼らの集会は順番にメソバー

の家をまわってお り,持 ち寄 り金を使 う権利をもつ者のイエで集会がおこなわれ,そ

のときはその者から食事やヤシ酒,ビ ールなどが振る舞われていた。この場合はこう

9)　カメルーン高地のバムソ族については和崎春日の報告 【1984】がある。
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した食事や酒の準備の費用が利子の支払にあたっていると考えられる。

　村内で高額なのは毎週5000フ ラン程度が限度のようであった。このタイプのソチュ

アには女性はほとんど参加しない。例外なのは産科保健セソターの看護婦や小学校の

教諭の女性である。いずれにせ よ彼らが給与生活者であることが注 目される。給与生

活者は現金を手にいれるので,こ うした比較的高額のンチュアに参加す る傾向が強い。

また彼らは職場でも仲間でンチュアをおこな う。彼らのソチュアは頼母子講のように

まさしく現金の融通を 目的としておこなわれていた。

　さてここでンチュアにおける財の交換をまとめておく。現在のマソコンでみられる

ンチュアで交換される財は現金である。決められた集会の度ごとに決め られた額の現

金を用意 して持ち寄る。マンコン の人々の現金収入は不安定なので2,3週 間パスし

てまとめてもってくる例も多い。こうして持ち寄られた現金はそのまま貯めていって,

たとえぽ1年 後にメンバーで分配する場合と持ち寄 った金額をメンバーが順に使 って

いく場合とがある。前者の場合は代表が集まった金額をパメソダの銀行に預金してい

くのである。1年 後には銀行からの利子がつ くので,メ ソバーで分配するときには少

しのおまけがついているのである。あるいはそのおまけの金額がビールなどにかわる

ケースもある。 したがって現代のンチュアは現金を中心にして都市の銀行が貯蓄の場

として使われるなど,現 代の貨幣経済 と直接的に結びついているといえる。

　最後にこのようなソチュアの伝統的な形態についてふれておく。

　現代のようなかたちになる前からソチュアはおこなわれていたという。植民地化が

は じまってもおこなわれていたというから1920年 ごろまではおこなわれていたようで

ある。その当時のソヂ ュアでは鉄の棒をコイル状Y'曲 げて腕輪の形態にしたソデソ

(ndeng)と いう貨幣を使っていたとい う。そしてその貨幣は結婚の約束の際の婚資

として使用されていた。それがいつのまにか現金を使用する現代のような形態に変化

してきたのである。このことを考えるとンチュアをは じめとするマンコソ社会の交換

の諸体系は人々の生活のあ り方とともに大きく変化 してきたことが明らかとなる。

むすびにかえて

　世帯はいうまでもな く社会の最小の経済単位である。社会の経済のあ り様は世帯構

造に反映される。マソコンにおいてもそれは例外ではない。

　浸透する貨幣経済の環境に適応する農民層の生業分化はマンコンの世帯構造に変化

をもたらしたようである。もともと主食作物の生産にはたずさわらなかった男性は,
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貨幣経済社会をむかえて現金獲得手段を求めた。世帯内分業の観点からいえぽ,女 性

が主食作物の供給を担当 し,男 性が現金獲得を担当したといえる。そ して男性は現金

を求めてさまざまな職業につき,そ の結果,生 業分化が起こった。それは大きくは3

つのタイプに分類できた。第1は 商品作物を生産する(1)専 業農業者,第2は サラ

リーを得る(2)給 与生活者,第3は さまざまなパー トタイム型の職業につく(3)

兼業農業者である。

　 こうした男性の変化にくらべると女性の役割には大きな変化はみられない。すなわ

ち主食作物を供給するという機能,そ れにともな う日常的農作業や労働交換のネット

ワークなどはほぼ伝統的なシステムを維持 しつつおこなわれている。この場合,直 接

的な現金の獲得や消費はきわめて小さな額に限定されているようである。

　 しかしながら夫が給与生活者のタイプに属する世帯では,妻 である女性は伝統的な

農作業に従事 しな くなる傾向がみられた。給与生活者になるには事務能力や技術能力

が必要なので,そ の年代はほぼ40才 以下が多かった。女性の年齢 も同様であったので,

給与生活者の妻が伝統的な農作業をしなくなる背景には年代層が関係しているかも知

れない。いずれに しろそうした妻は住居を中心に1日 を過ごすようにな り,育 児に多

くの時間をかける傾向にある。また夫が開いた雑貨店の店番をした り,ミ シソを使っ

て裁縫を した りして,小 金を扱 うケースもみられた。いずれにしろこの現象はマンコ

ソにおいてはひとつの変化といわざるをえない。

　 こうしてみると,マンコン の男性はその新 しい生業において3つ のタイプに分化し

てきてお り,女 性は一部に新 しいタイプが生まれつつあるといえる。 この女性の新し

いタイプをカメルーンの国勢調査にならって(4)家 庭主婦(house　 wife)と よんで

おくio)0これに対 して伝統的な農作業に従事する女性を(5)伝 統農耕者とよぶこと

にする。男性の3つ のタイプに対 して,女 性においては2つ のタイプが認められた。

したがって現在のマンコン社会では,こ れらの5つ のタイプが世帯構造を構成してい

るといえる。

　男女が構成する世帯からいxば,(1)(2)(3)と(4)(5)の 組み合わせによ

って世帯構造の分類が可能になる。組み合わせの可能性は6と お りあるが,現 実には

たとえば(4)は(2)の みと対応するので世帯構造は6と お りは存在 しない。

　人口的にもっとも多 く,マ ンコンにおいて一般的といえるのは(3)=(5)の 組み

合わせである。すなわち兼業農業者の男性 と伝統農耕者の女性の組み合わせによる世

10)　 General　 Census　 of　 Population　 and　 Housing(Decree　 No .73/7570f　 6　December　 1973),

　 Ministry　 of　Economic　 Affairs　 and　 Planning,　 United　 Republic　 of　Cameroon.
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帯である。女性が主食作物の生産をささx,男 性はあくまでもパー トタイム型の職業

につくことに よって現金を獲得する手段をもつとい う世帯である。変化に対 しては保

守的な態度をもつタイプと考えられるが,社 会全体の変化をゆるやかなものにしてい

るのは数のうえでもっとも多いこのタイプの世帯であろう。

　これに対 して,(1)の 専業農業者や(2)の 給与生活者の男性は現在のところ少

数派であるので,彼 らが構成する世帯数そのものもまだ多 くはない。しか しこのふた

つのタイプを比較すると絶対数は現在のところ(2)の ほうが多い。マソコン領内に

小学校が数校あり中学校 も1校 ある。また産科保健センターがもうけられてお り,教

員やそれ らの勤務者も給与生活者であ り,それにバメンダへ通勤する者が加わるので,

その数は予想以上に多いといえよう。

　この(2)の タイプと女性の(4)と(5)と の組み合わせによる世帯がある。一

夫多妻の婚姻制度をもつマンコンでは,(2)の タイプの男性が同時に(4)と(5)

のタイプの女性 と世帯をもつ例がみられる。つまり給与生活者の男性が伝統農耕者の

女性と世帯を構成 し,い っぽうで(4)の タイプの女性とも世帯をもつのである。た

だ しこの場合,世 帯は別 々にいとなまれる。総数としては(2)=(4)と いう世帯の

ほ うが多い。

　 (1)の 男性は人数的に少なく,し たがって世帯も少ないが,(1)の 男性は(5)

の女性との組み合わせによる世帯を構成 している。これはこの世帯の農業的活動から

いえば当然かも知れない。

　以上を人口の多い順にならべてみると,

　　まず　 (3)e(5)

　　次いで(2)=(4)

　　そして(1)=(5),(2)=(5)

となる。

　焼畑農耕に依存する自給的社会であったマンコンは,パ メソダの形成を通 じて西欧

近代の原理を受け入れそれへの適応をはかってきた。ほぼ100年 間の社会の変化のメ

カニズムはその世帯構造の変容にあらわれているといえよう。

　 しか しこの世帯構造は変化の主体 としてそれ 自身の自己運動 として変化してきたの

ではない。この主体が変化する過程において明らかに交換のさまざまな体系も変化 し

てきた。交換の諸体系は主体としての世帯構造の変化を補完するかのように変化して

きた。 ここにおいてマンコンの社会経済的変化のメカニズムが明らかとなる。すなわ

ち変化の主体である世帯構造をめぐって,異 体系としての西欧近代 とのあいだに,中
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間的体系 としての交換があり,こ のふたつの相互補完的な変化こそ社会経済的変化の

メカニズムといxる のである。これらを図式化 したのが図2で ある。

　バメソダという異体系をその領域内に組み込んだマンコン の農民社会は,交 換 とい

う中間的な体系に補完されつつ,変 化の主体 としての世帯構造を変化させていったの

である。

　このような変化のメカニズムが明らかになるいっぽ うで,自 給的な焼畑農耕社会の

経済的源泉とは何かとい う問題にゆきあたる。 これまで述べてきたようなマンコソ社

会の変化,農 民の経済生活や世帯構造の変化は王制 と何ら関係がないようにもみ うけ

られる。はたしてそうなのだろうか。農民の経済生活が より自給的な社会における王

図2　 世帯構造,交 換の諸形態と農産物の商品化
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制は現在の王制と本質的に変わっていないのだろ うか。やは りこの問題はきわめて重

要である。

　焼畑農耕民の社会経済的変容と王制社会とのかかわ りについては,別 に稿をあらた

めて論 じるが,こ こでは本稿を終えるにあたっての若干の見通 しを述べておく。

　本稿では土地の権利についてまったくふれてこなかったが,ド ゥル農民の社会との

大きな相違はこの点にある。 ドゥル族の社会にあっては土地の所有や利用に関する何

らの規制もみいだしえなかった。しかしこのマンコン王制社会では同じ焼畑農民であ

りながら,は っきりした土地に関する規制がある。領域内の土地はすべて潜在的には

王の所有である。潜在的 とい う表現は現代的状況のなかで生 じた概念であり,そ れは

本来的 とか原初的とかいわねぽならないのかも知れない。現在でも土地は王のものと

い う意識は生きてお り,王 の命令によって土地はいか ようにでも収奪されるとのこと

であったが,現 実はそうではない。現実の土地の占有的所有はクラン組織に認められ

ている。マンコンの女性達が新畑を開墾するときに,利 用する許可を得なければなら

ないのは,現 在ではクランの長に対 してである。

　王は農民に対して労働の徴発権を現在も有しているので,自 ち広い面積の農地を経

営する。どの土地を使用するかはもちろん王の意志にまかされている。 したがってロ

イヤル ・クランの占有する土地というものはない。 しか し現在ではマソコンの領土全

域にわたってクラソの土地占有がゆきわたっているので,現 実に王が自由にできる土

地は限定されてきており,い まや王の土地に対する権利は潜在的所有 といわざるをえ

な くなってきている。

　さらに現在では土地の売買が各所でおこなわれるようになってきている。いまのと

ころ売買される土地は,屋 敷地として利用され る場合である。屋敷地を継承した りあ

らたに設立 した りすることはすべて王のもとで許可を得る制度になっているので,土

地の売買も王の承認が必要となる。本来なら王の承認のみが社会的慣行なのであるが,

いまや屋敷地の設立に必要な土地を現金で求めざるをえないところに,す でに王の絶

対的土地所有権が崩壊 していることがうかがえる。

　いま土地についてのみ述べたが,原 初的にはこのような王制はクラン組織の原理に

もとつ く家産制社会の構造をもっていたと考えられる。現代では王はあたかも大土地

農園主のような存在に変わ りつつある。別稿で明らかに したいと考えるが,王 権をめ

ぐるさまざまな儀礼的文化はいまや王権の装飾的意味が強 くなってきているようにみ

うけられる。おそらく農民の経済生活が自給性の強い姿から現在の姿へ変化するいっ

ぽ うで,王 制社会はその家産制社会の構造から自立的経営複合体へと変化をとげつつ
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あ るの で は あ る まい か。 これ らの 問題 につ いて,稿 を あ らた め て論 じる こ とに した い。

　 付 　 　 　 記

　本稿は,1978年 以来の数次にわた る文部省科学研究費補助金(海 外学術調査 ・代表;和 田正

平)の 助成を うけて実施 した現地調査 「熱帯 アフ リカにおけ る物質文化 の比較民族誌的調査 」

お よび 「アフ リカ諸社会に おけ る女性 の比較研究」 の成果 の一部 である。 また,本 稿 をま とめ

るにあた り,国 立民族学博物館 の共同研究 「諸民族 におけ る経済機構 の比較 民族学的研 究(代

表;端 信行)」 におけ る討論 か ら多 くの示 唆に とんだ教示をえた。
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